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価
格
上
が
り
、
業
者
落
ち
気
味

生
食
用
牛
肉
規
格
基
準

10
月
１
日
施
行

　

10
月
１
日
よ
り
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
新
し

い
生
食
用
食
肉
の
規
格
基
準
が
施
行
さ
れ
る
。

　

対
象
と
な
る
生
肉
は
、
い
わ
ゆ
る
ユ
ッ
ケ
、
タ

ル
タ
ル
ス
テ
ー
キ
、
牛
刺
し
及
び
牛
タ
タ
キ
で
、

加
工
基
準
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
や
サ
ル
モ
ネ

ラ
な
ど
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
面

か
ら
１
cm
を
取
り
除
く
従
来
の
ト
リ
ミ
ン
グ
よ
り

厳
格
に
な
っ
た
。

　

生
食
用
食
肉
の
成
分
規
格
の
内
容
は
以
下
。

○
加
工
基
準—

—

①
加
工
及
び
調
理
は
、
専
用

の
設
備
を
備
え
た
衛
生
的
な
場
所
で
、
専
用
の
器

具
を
用
い
て
行
う
。
②
凍
結
し
て
い
な
い
肉
塊
を

切
り
出
し
、
表
面
か
ら
深
さ
１
cm
以
上
の
部
分
ま

で
を
60
℃
で
２
分
間
以
上
加
熱
殺
菌
す
る
。
③
加

工
及
び
調
理
に
は
、
生
食
用
食
肉
（
牛
肉
）
の
安

全
性
確
保
に
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
（
３
時
間

の
講
習
受
講
で
認
定
生
食
用
食
肉
取
扱
者
に
）。

○
成
分
規
格—

—

①
生
食
用
食
肉
は
、
腸
内
細

菌
科
菌
群
が
陰
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
１

ロ
ッ
ト
１
検
体
に
つ
き
所
定
の
試
験
法
に
お
い

て
、
検
体
25
ｇ
中
、
腸
内
細
菌
科
菌
群
が
検
出
さ

れ
な
い
）。
②
①
に
係
わ
る
記
録
は
、
１
年
間
保

管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
保
存
基
準—

—

生
食
用
牛
肉
は
４
℃
以
下
（
冷

凍
品
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
）
で
保
存

　
「
腸
内
細
菌
科
菌
群
」
と
は
、
コ
ー
デ
ッ
ク
ス

委
員
会
の
試
験
法
に
採
用
さ
れ
て
い
る
衛
生
指
標

菌
で
、
基
準
を
満
た
せ
ば
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
及

び
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
安
全
目
標
値
が
達
成
さ
れ

る
。

　

業
者
側
は
コ
ス
ト
増
で
ユ
ッ
ケ
価
格
を
上
げ
ざ

る
を
え
な
い
が
、顧
客
と
も
ど
も
心
は
落
ち
気
味
。

脂
質
栄
養
学
会
で
改
訂
秘
話
披
瀝

２
０
１
０
年
食
品
成
分
表

　

９
月
３
日
の
日
本
脂
質
栄
養
学
会
。
ラ
ン
チ
ョ

ン
セ
ミ
ナ
ー
で
「
新
し
い
日
本
食
品
標
準
成
分
表

２
０
１
０
を
読
む
」（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
野

口
忠
氏
）
を
聴
講
。
２
０
１
０
年
成
分
表
は
、
一

部
に
新
し
い
栄
養
素
測
定
法
を
取
り
入
れ
、
五
訂

増
補
の
43
項
目
か
ら
50
項
目
に
増
や
す
な
ど
大
刷

新
さ
れ
た
。

　

大
き
な
変
更
点
と
し
て
は
、
①
ア
ミ
ノ
酸
組
成

に
よ
る
た
ん
ぱ
く
質
量
の
算
出
、
②
ト
リ
ア
シ
ル

グ
リ
セ
ロ
ー
ル
当
量
の
算
出
、
③
ヨ
ウ
素
、
セ
レ

ン
、
ク
ロ
ム
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
ビ
オ
チ
ン
の
５
つ

の
微
量
元
素
の
掲
載
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

野
口
氏
は
、「
と
く
に
ヨ
ウ
素
は
、
３
月
の
大

震
災
の
際
、
ヨ
ウ
素
摂
取
量
の
算
出
に
役
立
ち
、

わ
か
め
を
多
量
に
食
す
る
習
慣
の
あ
る
日
本
人

は
、
十
分
に
ヨ
ウ
素
を
摂
取
し
て
お
り
、
ヨ
ウ
素

剤
輸
入
の
必
要
が
な
い
こ
と
が
す
ぐ
に
わ
か
っ

た
。こ
れ
は
五
訂
増
補
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
」

「
こ
れ
ま
で
水
分
、
灰
分
そ
の
他
を
差
し
引
き
し

た
残
り
を
し
わ
寄
せ
的
に
炭
水
化
物
量
と
し
て
い

た
も
の
の
一
部
を
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
／
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
直
接
定

量
法
で
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
従
来
値
と
ほ
ぼ
一

致
。
ア
ミ
ノ
酸
も
今
回
分
析
し
た
１
２
０
点
に
つ

い
て
、過
去
の
デ
ー
タ
と
非
常
に
よ
く
相
関
し
た
。

プ
ロ
の
分
析
は
素
晴
ら
し
い
」
と
語
っ
た
。

２
型
糖
尿
病
リ
ス
ク
低
減
に
効
く

５
つ
の
習
慣
を
Ｎ
Ｉ
Ｈ
が
解
明

　

糖
尿
病
は
米
国
の
死
因
第
７ 

位
。
米
国
の
国
民

健
康
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
０
年
の
糖
尿

病
患
者
数
は
２
５
８
０
万
人
で
、
国
民
の
8.3
％
に

の
ぼ
る
。

　

９
月
６
日
付
米
国
内
科
学
会
紀
要
に
掲
載
さ
れ

た
米
国
国
立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
の
調
査
で
、

２
型
糖
尿
病
発
病
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
の
５
つ
の

生
活
習
慣
が
解
明
さ
れ
た
。

　

①
健
康
的
な
食
生
活
、
②
運
動
、
③
標
準
体
重

の
維
持
、
④
非
喫
煙
、
⑤
適
度
な
飲
酒
の
５
つ
が

そ
れ
で
、
こ
の
う
ち
１
つ
を
続
け
る
だ
け
で
も
リ

ス
ク
低
減
効
果
が
あ
る
と
す
る
と
と
も
に
、
発
病

の
最
大
の
リ
ス
ク
で
あ
る
肥
満
に
つ
い
て
は
、
週

３
回
の
運
動
に
、
他
の
健
康
な
生
活
習
慣
を
１
つ

加
え
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

石
鹸
で
小
麦
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
？

回
収
「
茶
の
し
ず
く
」

　

人
気
女
優
の
「
あ
き
ら
め
な
い
で
」
の
Ｃ
Ｍ
で

ヒ
ッ
ト
し
た
「
茶
の
し
ず
く
」
石
鹸
が
、
平
成
22

年
12
月
７
日
以
前
の
出
荷
分
を
対
象
に
メ
ー
カ
ー

の
自
主
回
収
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

回
収
理
由
は
、
同
石
鹸
に
使
用
さ
れ
て
い
た
小

麦
加
水
分
解
物
に
よ
っ
て
感
作
さ
れ
た
使
用
者
に

小
麦
食
品
摂
取
後
に
発
症
す
る
全
身
性
の
ア
レ
ル

ギ
ー
が
出
た
た
め
。

　

小
麦
加
水
分
解
物
と
は
、
小
麦
の
た
ん
ぱ
く
質

を
酵
素
や
塩
酸
な
ど
を
使
用
し
て
細
か
く
分
解
し

た
も
の
で
、
保
湿
性
が
あ
る
た
め
に
化
粧
品
や

シ
ャ
ン
プ
ー
類
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

な
ぜ
洗
浄
に
使
う
石
鹸
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
様

の
症
状
が
出
る
の
か
。
か
ら
だ
の
内
外
を
隔
て
る

生
体
防
御
器
官
と
し
て
の
皮
膚
に
免
疫
機
能
が
発

達
し
て
い
る
た
め
と
さ
れ
る
。

　

９
月
９
日
よ
り
、
小
麦
由
来
製
品
に
は
容
器
、

外
箱
等
へ
の
成
分
表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

309 35

連
絡
乞
か
わ
ら
版
へ
の
要
望
・
感
想
。
今
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
ト
リ
ミ
○
グ
」。
○
に
入
る
言
葉
と
所
属
・
氏
名
・
住
所
等
を
書
い
て

n@
interm

ed.co.jp

ま
で
。
も
れ
な
く
豪
華
粗
品
進
呈
。


